
英語科学習指導案 

日時   平成１７年９月２１日（水）５校時 学級 １年２組３７名（男子１８女子１９） 

場所 盛岡市立河南中学校 授業者 堤 晶子 

１、単元名     

Ｕnit６  南半球からのメール (ＮＨＥＣ Ｂｏｏｋ１) 

 

２、単元の目標と言語材料 

 (１) 「一般動詞の３人称単数現在形」の文の形・意味・用法を理解することができる。 

(２) 「一般動詞の３人称単数現在形」の文を用いて、人について簡単な紹介や、問答することができる。 
(３) 日本とオーストラリアの季節が逆であることや、オーストラリアで日本語が学ばれていることを知る。 
 

３、単元について 

  本単元は「オーストラリア」を題材としている。Ｐart１では、アルバムを見ながらマークがオーストラ

リアに住む姉を由美に紹介する場面である。３人称単数現在形の肯定文が導入されており、ここで学んだ英

文を用いて、人について簡単に紹介する英文を書かせ、暗唱・スピーチをさせたい。Ｐart２は、マークに

届いた写真つきのメールを見ながらの場面である。３人称単数現在形の疑問文の形・意味・用法を理解させ、

それを用いて簡単な対話をさせたい。また日本とオーストラリアでは季節が逆であることに気づかせたい。

Ｐart３では、姉の夫が日本語を教えていること、２人は家庭でも英語ではなく日本語で会話しているとい

う内容である。オーストラリアでは日本語を学ぶ人が多いことにも触れ、国際理解につながるよう配慮した

い。３人称単数現在形の否定文の形・意味・用法を理解させ、紹介文を改めて作文したり、その内容につい

てスムーズに問答させたい。以上のようなＰart１～３の活動を通じて単元の目標を目指したい。 

 

４ 単元の評価規準（別紙） 

 

５、生徒について 

  全体的に明るく、和やかに授業を受ける学級である。英語に興味を示しており、会話やペアワークにも意

欲的に取り組む。定期テストや実力テストの結果を他学級と比較してみると、男女差はほとんどないが、自

己表現を好まない生徒を含む低位の生徒が男女共数名おり、指導に工夫が必要な学級である。 

  英語を苦手とする生徒も授業には遅れないよう取り組んでおり、音読や会話練習など抵抗がない生徒が多

い。そのやる気を大切にしつつ、ペアワークを中心に授業を組み立てながら、教え合いの雰囲気の中で、全

体のレベルを上げていきたいと考えている。 

  単元の事前テストの結果からみると、一般動詞については、既習の動詞（like, want, play, have）を含

む文の意味と綴り・用法を理解しているのは２４名、意味を理解しているが綴りを書くことが難しいのは８

名、理解が不充分であったのは５名。likeや play以外はあやふやな生徒もおり、Warm upや書く活動での

反復練習の機会を増やしていかなければならないと考えている。 

 

６、本時について 

(１)指導計画（Ｕnit６･･･７時間扱い） 

① Ｐart１(ｐ50～51) ３人称単数現在形(肯定文)・・・・・２時間（本時２/２） 

② Ｐart２(ｐ52)   ３人称単数現在形(疑問文と応答)・・２時間 

③ Ｐart３(ｐ53)   ３人称単数現在形(否定文)・・・・・２時間 

④ Ｕnit６まとめ、単元テスト･ ・・・・・・・・・・・・・１時間 

 

 

 

 

 



(２)指導にあたって 

一般動詞の３人称単数現在形の肯定文は前時に学習している。教科書ｐ50の内容を参考にして各自で

人を紹介する文を書き、暗唱して発表できるまでを目標として肯定文を定着させたい。前時の復習とし

て本文の音読を行い、暗唱を目標に内容を想起させる。次に紹介する相手の情報を得るために、What do 

you 一般動詞～？等による問答を行う。あらかじめ作文までのモデルを示し、イメージを持たせながら

活動させたい。前時の復習は短時間で行い、作文や発表の時間を確保できるよう充分配慮していきたい。 

 

(３)本時の目標 

① 一般動詞の３人称単数現在形の文の形・意味・用法を正しく理解し、書くことができる。      

＜書くこと＞ 

② 人についての紹介文を、文法に従って正しく発表することができる。＜話すこと＞ 

 

(４)本時の評価規準と具体の評価規準 

 評価規準(観点) 評価場面(方法) Ａの状況例 Ｂの状況例 Ｃへの手立て(支援) 

書

く

こ

と 

一般動詞の３人称

単数現在形の(e)s

の正しい形や英文

の用法を理解し、

正しく書くことが

できる。 

（表現の能力） 

･人を紹介する英

文を書く場面（ワ

ークシート）。 

･観察 

人についての紹介

文を３人称単数現

在形を用い、４文

を正しく書くこと

ができる。 

人についての紹介

文を３人称単数現

在形を用い、３文

以上正しく書くこ

とができる。 

･つまづいている動詞

について説明を加え

る。 

･机間指導し、教科書

の本文を参考にでき

るよう助言する。 

 

話

す

こ

と 

人についての紹介

文を、文法に従っ

て正しく発表する

ことができる。 

（表現の能力） 

 

 

･ペアや学級の前

で暗唱した英文を

発表する場面。（指

名、観察） 

 

聞き手に内容を伝

えられるように、

場面に合った表現

方法（表情や言い

方等）を工夫して

いる。 

ほとんど原稿を見

ずに、ほぼ正確な

発音・イントネー

ション、適切な声

量で発表すること

ができる。 

･机間指導をして読め

ない単語について援

助する。 

･暗唱できない生徒に

は教師が隣で慣れる

まで何度か言わせる。 

 

 

（５）本時の展開(別紙) 

 

（６）本時の評価 

① 一般動詞の３人称単数現在形の文・意味・用法を正しく理解し、書くことができたか。 

② 人についての紹介文を、文法に従って正しく発表することができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）本時の展開  

段階 学習内容（教師の支援） 生徒の活動 指導上の留意点 

１ 挨拶 

２ 前時の復習 

 ＡＬТの後に続き音読させる

（①全体 ②ペア） 

 

 

３ 共通の課題を確認させる 

１ 挨拶 

２ 前時の復習 

 ＡＬТの後に続き音読する

（①全体 ②ペア） 

  

 

３ 共通の課題を確認する 

 

 
人を紹介する英文を作り、発表しよう 

 

導入 

５分 

  

１ 元気に短時間で行う 

２･モデルのリズムやイントネ

ーション、発音に近づけるよ

う意識させる 

･暗唱を目指す(look  up) 

 

３ 課題をプリントに書かせる 

 

展開 

40分 

４ ペアを組み、相手を紹介す

る情報を得るため互いにイン

タビューをさせる 

 

 

 

５ メモと教科書 p50の内容を

参考にして相手を紹介する英

文を作らせる 

 

 

 

 

 

６ 英文が完成したら、発表が

できるよう自分で練習し、そ

の後隣の人や周りの人に聞い

てもらうよう指示する 

 

 

 

 

７ 全体の前で何人かに発表さ

せる 

４ ペアを組み、相手を紹介す

る情報を得るため互いにイン

タビューをする 

 

 

 

５ メモと教科書 p50の内容を

参考にして相手を紹介する英

文を作る 

 

 

 

 

 

６ 英文が完成したら、発表が

できるよう自分で練習し、そ

の後隣の人や周りの人に聞い

てもらう 

 

 

 

 

７ 全体の前で発表する 

４･インタビューと紹介文作成

のモデルを示しイメージをつ

かませる 

･インタビューは起立し、英語で

行うことを指示する 

 

５･一般動詞の３人称単数現在

形を正しく書けるよう机間指

導をする  

･He, Sheへの書き換え、語順、

動詞の綴りが正しいか等のポ

イント伝え、隣同士で確認さ

せる 

 

･６・発表の評価規準は 

Ａ：暗唱   

 Ｂ：ほとんど見ずに正しく 

発表 

 ･周りの人に聞いてもらうと

きも同じ規準、お互いに評価

する 

  

７･挙手で発表させたい 

 ･ＡＬТから発音､イントネー

ション､声の大きさ､場面に適

したジェスチャー等への評価

を行う 

 

終末 

5分 

８ 定着の確認 

 

９ 家庭学習の内容を伝える 

 

10 挨拶 

８ 学習内容の確認 

  

９ 家庭学習の内容を知る 

 

10 挨拶 

８ 学習内容を振り返り、まと

め項目をチェックする 

  

 



【別紙】 ４ 単元の評価規準 

単元名 Unit６  南半球からのメール 

単元の目標 
 

 

コミュニケーションへの 

  関心・意欲・態度 
表現の能力 理解の能力 

言語や文化についての 

知識・理解 

「聞くこと」 

評

価 

規

準 

（言語活動への取組） 

＊うなづいたりメモをとるな

ど、相手の話に関心を持って

いる。 

(コミュニケーションの継続) 

＊理解できない時、説明を求め

たり、聞き返したりしてい

る。 

 （正確な聞き取り） 

＊聞いた内容について正しく

内容を聞き取ることができ

る。 

（適切な聞き取り） 

＊聞いた内容について大切な

部分を聞き取ることができ

る。 

（言語についての知識） 

＊３人称単数現在形の文構造

についての知識がある。 

 

（文化についての理解） 

＊オーストラリアや、その国の

人々の生活について理解し

ている。 

「話すこと」 

Ｕｎiｔ６ 

○ 一般動詞の３人称単数

現在形の文の形･意味･

用法を理解することが

できる。 

 

○一般動詞の３人称単数現

在形の文を用いて、人に

ついて簡単な紹介をした

り、問答することができ

る。 

 

○日本とオーストラリア

の季節が逆であること

や、オーストラリアで日

本語が学ばれているこ 

とを知る。 

 

 

 

評

価 

規

準 

（言語活動への取組） 

＊言語活動において、自ら学ん

だ表現などを使っている。 

（コミュニケーションの継続） 

＊原稿に基づいて、人について

紹介する文を話し続けてい

る。 

（正確な発話） 

＊人についての３～５文程度

の紹介文を、文法に従って正

しくスピーチすることがで

きる。 

（適切な発話） 

＊適切な速さや声の大きさで

話すことができる。 

 

 （言語についての知識） 

＊３人称単数現在形の語句や

文の使い分けがわかる。 

 

 



「読むこと」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評

価 

規

準 

（言語活動への取組） 

＊スピーチをよりよいものに

するための練習としての音

読に取り組もうとしている。 

（コミュニケーションの継続） 

＊理解できないところがあっ

ても、推測するなどして読み

続けている。 

 

（正確な音読） 

＊正しい強勢、イントネーショ

ン、区切りなどを用いて音読

できる。 

（適切な音読） 

＊重要な情報をゆっくり、明瞭

に音読することができる。 

（正確な読み取り） 

＊書かれた内容について正し

く読み取ることができる。 

 

（適切な読み取り） 

＊書かれた情報について大切

な部分を読み取ることがで

きる。 

（言語についての知識） 

＊単語の発音の違いなど、語句

や文を正しく発音する知識

を身に付けている。 

（文化についての理解） 

＊日本とオーストラリアの季

節が逆であることや、オース

トラリアで日本語が学ばれ

ていることを理解している。 

「書くこと」  

 

評

価

規

準 

（言語活動への取組） 

＊読みやすい字で書いたり、意     

 欲的に書き直したりしてい

る。 

（コミュニケーションの継続） 

＊表現できないところがあっ

ても聞いたり、調べたりしな

がら書き続けている。 

（正確な筆記） 

＊書こうとすることを読み手

に正確に伝えることができ

る。 

（適切な筆記） 

＊文のつながりを考えた文章

を書くことができる。 

 

 （言語についての知識） 

＊３人称単数現在形の文構造

についての知識がある。 

 

 

 


